
　9
月
定
例
会
は
、9
月
17
日
に
招

集
さ
れ
、10
月
7
日
ま
で
21
日
間
の

会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
定
例
会
に
は
、事
前
防
災・減

災
対
策
の
観
点
か
ら
、緊
急
輸
送
道

路
の
整
備
、医
療
施
設
の
防
火
設
備

の
設
置
な
ど
を
加
速
す
る
と
と
も

に
、一
昨
年
の
豪
雨
災
害
等
に
よ
り

被
災
し
た
河
川
、道
路
の
着
実
な
年

度
内
復
旧
を
図
る
た
め
、災
害
復
旧

費
の
増
額
な
ど
の「
平
成
26
年
度
福

岡
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」の
予
算

議
案
1
件
、「
福
岡
県
暴
力
団
排
除

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
」な

ど
条
例
議
案
9
件
、工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
関
す
る
議
案
10
件
、経

費
負
担
に
関
す
る
議
案
6
件
、指

定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案

1
件
、人
事
に
関
す
る
議
案
1
件
、

「
平
成
25
年
度
福
岡
県
一般
会
計
決

算
」な
ど
の
決
算
議
案
20
件
、合
計

48
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　審
議
に
当
た
っ
て
は
、暴
力
団
対

策
、防
災
対
策
、人
口
減
少
対
策
、

農
林
水
産
問
題
な
ど
、県
政
全
般

に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　審
議
の
結
果
、提
出
さ
れ
た
議
案

の
う
ち
28
件
に
つい
て
は
、い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　20
件
の
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、閉

会
中
継
続
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　ま
た
、決
算
特
別
委
員
会
の
委

員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

平
成
二
十
六
年
九
月

　世界四大博物館の一つに数えられ、東
洋文化の至宝と称賛される数々の収蔵
品を誇る台湾の國立故宮博物院による
「國立故宮博物院展」が、10月7日から九
州国立博物館で開催されています。
　この特別展は、加地邦雄議長、藏内勇
夫自民党県議団会長、吉村敏男民主・県
政県議団会長をはじめとする、福岡県台
湾友好議員連盟のメンバーが、台湾の総
統府や國立故宮博物院を訪問し要請し
て実現したものであり、これまでの地道
な活動の継続により、日台の人と人、地
域と地域の交流と絆を強めてきた成果
と考えています。
　今後ともさまざまな形で活発な交流
活動を継続し、今回の活動を通じて築い
た福岡県と台湾の友好関係をさらに深
め、強化していきたいと考えています。

台北 國立故宮博物院
-神品至宝-開催中！11月30日（日）まで

九州国立博物館 特別展

▶
人
と
熊

 

清
時
代
・
18
〜
19
世
紀

展
示
期
間
10
月
21
日（
火
）〜
11
月
30
日（
日
）

紫檀多宝格▶
清時代･乾隆年間（1736～1795）

▲藍地描金粉彩游魚文回転瓶
　景徳鎮窯
 清時代・乾隆年間（1736 ～ 1795）

特別展開催にいたるまでの福岡県議会の取り組み 福岡県台湾友好議員連盟：平成23年1月設立

　加地邦雄福岡県台湾友好議員連盟会長、藏内
勇夫自民党県議団会長、吉村敏男民主・県政県
議団会長ら14名の訪問団が台北市郊外の「青年
公園」で、100本の「ショウワザクラ」を植樹しま
した。
　また、訪問団は、國立故宮博物院を訪れ、収蔵
品の九州国立博物館での展示を要請しました。

台北青年公園桜の植樹
平成24年10月24日～26日

記念植樹

　松本國寛議長、小川洋知事ら一行に対し、馬
英九総統から福岡での國立故宮博物院展開催
の決定が報告されました。馬総統から、「アジア
で初めての開催地に日本を選んだのは重要な意
義があり、両国の文化交流の一里塚になるもの
です」との挨拶を受けました。

福岡・台湾経済文化交流ミッション
平成25年1月10日～12日

馬総統へ記念品贈呈

　加地邦雄福岡県台湾友好議員連盟会長、原口
剣生自民党県議団会長代行、吉村敏男民主・県
政県議団会長、林裕二緑友会会長ら14名が、特
別展開催に対する松尾統章議長のお礼の親書を
携えて、台湾総統府の馬英九総統、亜東関係協
会の李嘉進会長および廖了以前会長、國立故宮
博物院の馮明珠院長を訪問しました。

台湾経済文化調査
平成25年10月23日～25日

國立故宮博物院前にて

11月3日までに、13万6千人が来館！
皇
帝
を
も
癒
す
こ
の
笑
顔

窓
の
な
か
の
金
魚
が
ま
わ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　技
巧
の
極
み

皇帝が愉しんだ
　　ミニチュアの宝箱

アジア初 !奇跡の展覧会

開会式でテープカットを行う加地議長（中央）「作品は全て國立故宮博物院所蔵」

携帯電話向けサイト▶
http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/m/

福岡県議会ホームページ▶
http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/
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仁
戸
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友
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友
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※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。

Q

　今
後
の
暴
力
団
対
策
に
つ

い
て
警
察
本
部
長
に
問
う
。

A
　
県
警
察
は
「
工
藤
會
」
の

ト
ッ
プ
と
ナ
ン
バ
ー
2
を
殺
人
な

ど
の
容
疑
で
通
常
逮
捕
。
本
件

逮
捕
を
契
機
と
し
て
工
藤
會
対

策
は
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
。

県
民
の
方
々
か
ら
は
励
ま
し
の

声
や
情
報
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
組
織
の
総
力
を
挙
げ

て
諸
対
策
を
進
め
て
い
く
。
そ
の

た
め
私
を
「
捜
査
本
部
長
」
と

す
る
県
警
察
の
定
員
の
3
割
を

超
え
る
約
3
8
0
0
名
体
制
の

「
工
藤
會
関
連
事
件
特
別
捜
査

本
部
」
を
設
置
。
特
別
派
遣
さ

れ
て
い
る
他
県
の
機
動
隊
も

3
0
0
名
か
ら
5
0
0
名
に
増

員
さ
れ
た
。
工
藤
會
対
策
の
行

方
は
全
国
の
暴
力
団
対
策
に
重

要
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え

る
。
警
察
に
と
っ
て
も
社
会
に

と
っ
て
も
正
念
場
で
あ
り
、
県

警
察
が
前
面
に
立
っ
て
、
不
退

転
の
決
意
で
工
藤
會
対
策
に
臨

ん
で
い
き
た
い
。

Q

　8
月
の
大
雨
に
よ
り
浸
水

被
害
を
受
け
た
高
尾
川
・
鷺
田

川
の
今
後
の
治
水
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

A
　
去
る
8
月
22
日
未
明
の
豪

雨
に
よ
り
、
高
尾
川
・
鷺
田
川

流
域
内
の
筑
紫
野
市
二
日
市
中

央
地
区
、
紫
地
区
で
1
8
1
戸

の
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
当

該
地
区
で
は
過
去
10
年
間
に
6

回
の
浸
水
被
害
が
頻
発
し
て
い

る
。
県
で
は
こ
の
地
区
の
河
川

改
修
に
先
立
ち
、
本
川
で
あ
る

御
笠
川
の
河
川
改
修
事
業
を
平

成
20
年
度
に
完
成
。
平
成
24
年

度
か
ら
高
尾
川
・
鷺
田
川
の
河

川
改
修
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
具
体
的
に
は
洪
水
を

円
滑
に
流
す
た
め
の
河
道
バ
イ

パ
ス
工
事
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
13

件
の
家
屋
を
移
転
し
、
河
川
の

拡
幅
工
事
を
実
施
し
て
き
た
。

今
回
の
被
害
を
踏
ま
え
、
事
業

を
前
倒
し
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
本
治
水
対
策
事
業
は

多
く
の
家
屋
の
移
転
を
伴
う
た

め
、
必
要
な
工
事
費
を
確
保
す

る
た
め
国
に
強
く
要
請
し
、
地

元
の
協
力
も
お
願
い
し
な
が
ら

事
業
を
促
進
さ
せ
た
い
。

Q

　福
岡
県
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
研
究
会
の
議
論
と
成
果
に

つ
い
て
聞
く
。

A
　
同
研
究
会
は
、
県
議
会
か

ら
の
政
策
提
言
も
踏
ま
え
、
安

定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
確

保
し
、
産
業
の
活
性
化
、
県
民

生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
の
地

方
の
役
割
や
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
2
年
程
度
の
期
間
を
か
け

て
幅
広
く
研
究
す
る
た
め
平
成

25
年
2
月
に
設
置
し
た
。
平
成

25
年
度
に
は
地
方
が
担
う
べ
き

役
割
と
そ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
計
8
回
の
討
論
が
行

わ
れ
た
。
昨
年
12
月
に
は
研
究

会
か
ら
中
間
報
告
を
提
出
い
た

だ
き
、
民
間
事
業
者
に
お
け
る

県
独
自
の
支
援
や
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
認
知
度

向
上
を
図
る
べ
き
な
ど
の
提
言

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
提
言
を
踏

ま
え
、
今
年
度
か
ら
中
小
企
業

を
対
象
と
し
た
融
資
制
度
の
創

設
、
コ
ジ
ェ
ネ
導
入
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

Q

　福
岡
空
港
の
滑
走
路
増
設

は
空
港
運
営
の
民
間
委
託
が
条

件
で
あ
る
と
し
た
国
の
方
針
に

つ
い
て
問
う
。

A
　
国
が
民
間
委
託
を
前
提
と

し
た
こ
と
は
、
国
と
し
て
も
増

設
の
早
期
着
手
が
必
要
と
の
認

識
の
も
と
、
地
元
の
要
望
等
も

踏
ま
え
て
早
期
実
現
に
向
け
最

大
限
の
努
力
を
し
た
結
果
と
思

う
。
福
岡
空
港
の
運
営
の
あ
り

方
は
、
地
域
に
と
っ
て
も
重
要

な
問
題
で
あ
り
、
国
の
方
針
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
運
営
検

討
協
議
会
に
お
い
て
地
域
振
興

の
観
点
か
ら
し
っ
か
り
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
そ

の
上
で
最
終
的
な
地
域
と
し
て

の
意
見
を
、
運
営
検
討
協
議
会

の
意
見
、
県
議
会
は
じ
め
関
係

者
の
意
見
も
踏
ま
え
て
判
断
し

た
い
。
ま
た
、
滑
走
路
増
設
は

地
域
に
と
っ
て
も
急
を
要
す
る

事
業
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
早
期
着
工
、
早
期
完

成
を
求
め
て
い
く
。

Q

　福
岡
市
の
国
家
戦
略
特
区

に
お
け
る
区
域
会
議
へ
の
本
県

労
働
行
政
の
立
場
の
反
映
に
つ

い
て
聞
く
。

A
　
「
国
家
戦
略
特
別
区
域

法
」の
規
定
に
よ
り
関
係
地
方

公
共
団
体
の
長
は
区
域
会
議
の

構
成
員
と
さ
れ
る
が
、閣
議
決

定
さ
れ
て
い
る「
国
家
戦
略
特

別
区
域
基
本
方
針
」に
お
い
て

参
加
す
る
関
係
地
方
公
共
団
体

の
範
囲
は
区
域
会
議
の
迅
速
な

意
思
決
定
の
観
点
か
ら
議
事
に

応
じ
て
決
定
さ
れ
る
運
用
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
県
知
事
に

対
し
て
区
域
会
議
へ
の
出
席
が

求
め
ら
れ
る
の
は
、本
県
が
直
接

規
制
権
限
を
有
す
る
事
項
を
議

論
す
る
場
合
で
あ
る
と
内
閣
府

か
ら
確
認
を
得
た
。特
区
で
実

施
す
る
事
業
の
う
ち
県
行
政
と

関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
担
当

部
局
が
必
要
に
応
じ
て
福
岡
市

か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
。雇

用・労
働
分
野
に
お
い
て
も
、こ
う

し
た
場
を
通
じ
て
労
働
者
支
援

に
関
す
る
県
の
取
り
組
み
や
考

え
方
を
福
岡
市
に
述
べ
て
い
る
。

Q

　が
け
地
近
接
等
危
険
住

宅
移
転
事
業
の
周
知
お
よ
び
土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
住
民
の

避
難
場
所
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
。

A
　
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
に
つ
い
て
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
事
業
概
要
掲
載
、
市

町
村
へ
の
事
業
説
明
会
の
際
に

住
民
へ
の
周
知
依
頼
、
住
民
説

明
会
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
事
業
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
チ
ラ
シ

を
作
り
、
市
町
村
と
連
携
し
、

住
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
住
民
の

避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
よ
り
市
町
村
で
は
そ
の
基
準

を
踏
ま
え
て
安
全
点
検
を
進
め

て
き
た
。
広
島
の
土
砂
災
害
を

受
け
て
改
め
て
市
町
村
に
緊
急

の
安
全
点
検
を
行
う
よ
う
要
請

し
た
。
県
全
体
で
警
戒
区
域
内

に
4
2
2
の
避
難
場
所
が
あ

り
、
市
町
村
に
対
し
、
安
全
性

の
確
認
作
業
を
急
ぐ
こ
と
、
で

き
る
限
り
警
戒
区
域
外
の
避
難

場
所
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を

要
請
し
て
い
る
。

Q

　女
性
が
輝
き
活
躍
で
き

る
社
会
に
つ
い
て
知
事
の
所
見

を
伺
う
。

A
　
男
女
の
就
業
格
差
に
は
、

第
1
子
出
産
の
際
に
約
6
割
の

女
性
が
退
職
す
る
こ
と
や
、
子

育
て
女
性
の
働
く
職
場
が
限
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
影
響

し
て
い
る
と
考
え
る
。こ
の
た

め
、
県
で
は
ま
ず
出
産
や
子
育

て
と
仕
事
と
の
両
立
支
援
に
取

り
組
ん
で
き
た
。保
育
所
定
員

を
こ
の
4
年
間
で
約
1
万
3
千

人
増
や
す
ほ
か
、
全
国
に
先
駆

け
て
開
始
し
た
「
子
育
て
応
援

宣
言
企
業
」
も
本
年
度
中
に
は

5
千
社
を
突
破
す
る
見
込
み
。

ま
た
昨
年
度
、
子
育
て
女
性
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
た

方
の
約
3
割
、
6
0
5
名
が
就

職
を
し
た
。今
後
は
、
企
業
に

お
け
る
女
性
管
理
職
の
拡
大

を
図
る
ほ
か
、
女
性
の
活
用
に

不
可
欠
な
男
性
の
育
児
参
加

促
進
や
男
性
管
理
職
の
意
識

改
革
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

Q

　ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
隣
県
と

の
相
互
乗
入
れ
に
つ
い
て
聞
く
。

A
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
特
に
山

間
部
や
離
島
な
ど
救
急
搬
送
に

時
間
を
要
す
る
地
域
に
お
い
て

有
効
な
救
急
搬
送
手
段
で
あ

り
、
県
民
の
安
全
・
安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。本
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
出

動
中
に
別
の
出
動
要
請
が
あ
る

場
合
や
多
数
の
傷
病
者
が
発
生

し
て
1
機
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
は

対
応
困
難
な
場
合
は
、
佐
賀
県

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
利
用
で
き
る

こ
と
で
救
命
率
の
向
上
や
後
遺

症
の
軽
減
に
資
す
る
も
の
と
考

え
る
。こ
の
た
め
相
互
乗
入
れ
の

早
期
実
施
に
向
け
て
、佐
賀
県
、

佐
賀
大
学
病
院
、
運
航
会
社
等

と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

Q

　多
忙
な
教
職
員
の
負
担

を
減
ら
し
、
生
徒
と
向
き
合
う

授
業
に
専
念
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
の
「
専
科
制
」
の

導
入
や
、
ど
の
県
よ
り
も
早
く

外
部
の
部
活
動
指
導
者
の
活

用
や
事
務
職
員
を
増
員
し
、
教

員
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
と
考

え
る
が
、教
育
長
の
考
え
は
。

A

　担
任
外
教
員
を
活
用
す

る
専
科
制
は
、
政
令
市
を
除
く

公
立
小
学
校
の
57
・
1
％
が
平

成
25
年
度
に
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
、
引
き
続
き
専
科
制
の

取
り
組
み
を
促
し
て
い
く
。ま

た
、
教
員
が
子
ど
も
の
指
導
に

専
念
で
き
る
た
め
に
は
、
多
様

な
専
門
性
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
、
一つ
の
チ
ー
ム
と
し
て

学
校
教
育
の
効
果
を
高
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

国
の
概
算
要
求
に
も
事
務
職

員
の
定
数
改
善
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
拡

充
が
盛
り
込
ま
れ
た
。県
で
は
、

教
員
の
長
時
間
勤
務
の
大
き
な

要
因
と
さ
れ
る
部
活
動
に
、
外

部
指
導
者
の
活
用
を
通
し
た

指
導
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。今
後
、
そ
の

検
討
結
果
や
国
の
動
向
等
も

踏
ま
え
、
教
員
の
負
担
軽
減
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
、
教
員
が

子
ど
も
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

「
や
り
が
い
」
を
持
っ
て
職
務
に

専
念
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

　人
口
減
少
社
会
へ
の
九
州

地
域
が
連
携
し
た
対
応
お
よ
び

県
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

A
　
こ
れ
ま
で
も
交
流
人
口
を

拡
大
し
地
域
の
活
力
を
高
め
る

た
め
の
「
九
州
観
光
戦
略
」
の

推
進
や
、
高
齢
者
が
い
き
い
き

と
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し

た
「
70
歳
現
役
社
会
づ
く
り
」

な
ど
の
施
策
に
九
州
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年
6

月
の
九
州
地
方
知
事
会
で
は
人

口
減
少
社
会
に
対
す
る
問
題
意

識
を
共
有
し
た
。
引
き
続
き
九

州
各
県
が
一
体
で
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
効
果
が
期
待
で
き
る
施

策
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
く
。

体
制
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
力
を

維
持
す
る
た
め
に
は
人
口
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
、
各

部
局
で
し
っ
か
り
と
政
策
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
互
い
の
情
報

を
共
有
し
、
庁
議
の
場
等
で
議

論
を
深
め
て
き
た
。
国
に
お
い
て

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、
国
の

動
き
も
踏
ま
え
な
が
ら
各
部
局

の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
た

め
、
私
を
ト
ッ
プ
と
す
る
新
た
な

庁
内
組
織
を
設
置
し
た
い
。

Q

　W
i‐F
i
の
整
備
促
進

に
つ
い
て
知
事
の
見
解
を
問
う
。

A
　
外
国
人
観
光
客
の
満
足
度

を
高
め
、
増
加
を
図
る
た
め
、

県
内
の
市
町
村
、
観
光
施
設
等

に
外
国
人
受
け
入
れ
体
制
に
関

す
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
W
i‐F
i
に
対
す
る
理
解

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
今
後
、
観
光
施

設
や
市
町
村
等
に
対
し
て
W
i‐

F
i
を
は
じ
め
と
す
る
I
C
T

利
用
環
境
整
備
の
重
要
性
、
必

要
性
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
国
に
お
い
て
今
年
6
月
に

策
定
さ
れ
た
、
訪
日
外
国
人
の

I
C
T
利
用
環
境
整
備
に
向
け

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
県
と
し
て
の
整
備

方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Q

　キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
か
い

よ
う
病
対
策
と
今
後
の
振
興
に

つ
い
て
聞
く
。

A
　
今
年
5
月
に
県
南
部
で
新

た
な
系
統
の
か
い
よ
う
病
の
発

生
を
確
認
し
、
直
ち
に
生
産
者

へ
の
注
意
喚
起
、
薬
剤
散
布
の

徹
底
、感
染
園
地
の
伐
採
を
行
っ

た
結
果
、
現
時
点
で
他
地
域
へ

の
感
染
拡
大
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
今
後
の
感
染
予

防
に
万
全
を
期
す
た
め
県
内
す

べ
て
の
栽
培
園
地
を
対
象
と
し

た
発
生
調
査
や
薬
剤
散
布
が
必

要
と
考
え
、
補
正
予
算
を
議
会

に
提
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

国
と
関
係
県
と
共
同
で
、
感
染

経
路
の
解
明
、
早
期
診
断
技
術

の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
今
後

の
振
興
に
つ
い
て
は
、
生
産
拡
大

に
伴
う
果
樹
棚
の
整
備
、
糖
度

の
高
い
果
実
を
自
動
選
別
す
る

機
械
の
導
入
の
支
援
や
、
県
内

外
で
の
試
食
販
売
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
積
極
的
な
販
売

促
進
活
動
を
実
施
し
て
き
た
。

さ
ら
に
県
が
開
発
し
た
新
品
種

「
甘
う
ぃ
」の
平
成
28
年
か
ら
の
本

格
出
荷
を
目
指
し
、
苗
木
の
増

殖
を
進
め
て
い
る
。
県
と
し
て

も
生
産
・
販
売
の
両
面
か
ら
の

対
策
を
通
じ
、
全
国
第
2
位
の

生
産
を
誇
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の

さ
ら
な
る
振
興
に
努
め
て
い
く
。
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冒
頭
、今
後
の
暴
力
団
対
策
に
つい
て
知
事
、警
察
本
部
長
は
、

暴
力
団
排
除
に
対
し
て
不
退
転
の
決
意
で
臨
ん
で
行
く
、
引
き

続
き
、県
民
の
支
援
、協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
本
県
が
直
面
し
て
い
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る一次
産
業

振
興
条
例
の
制
定
に
つい
て
は
、
条
例
の
成
案
が
整
い
次
第
議
会

に
提
案
す
る
方
針
を
示
さ
れ
、
筑
紫
地
区
の
治
水
対
策
に
つい
て

は
、必
要
な
工
事
費
の
確
保
を
国
に
対
し
強
く
要
請
し
て
い
く
と

の
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
公
表
方
法
に
つい
て
は
、市
町

村
別
と
し
、
12
月
に
は
同
意
を
得
た
市
町
村
の
調
査
結
果
を
公

表
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
黒
田
官
兵
衛
と
本

県
の
観
光
振
興
に
つい
て
知
事
は
、
官
兵
衛
に
と
ど
ま
ら
ず
ド
ラ

マ
に
も
登
場
し
た
宇
都
宮
鎮
房
に
つい
て
も
、
再
評
価
・
顕
彰
も

必
要
と
の
認
識
を
示
さ
れ
、
今
後
も
地
元
の
京
築
地
区
の
観
光

振
興
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
と
の
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
賀
空
港
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
つい
て
は
、安
全
性
の
確
保

を
最
優
先
課
題
と
し
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
も
必
要
な
対
応

を
行
う
と
の
認
識
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
空
港
の
滑
走
路
増
設
に
つい
て
知
事
は
、国
か
ら
空
港
運

営
の
民
間
委
託
が
前
提
と
な
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。自
民
党
県
議
団
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
か
ら
し
て
承
服
し
が
た
く
、今
後
、議
会
に
お
い
て
大
い
に

議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
民
党
県
議
団

　
冒
頭
、全
国
唯
一「
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
」工
藤
會
ト
ッ
プ
の

逮
捕
を
受
け
、5
0
0
万
県
民
の
悲
願「
暴
力
団
の
い
な
い
安
全・

安
心
な
社
会
実
現
」を
質
し
、警
察
本
部
長
の「
断
固
と
し
た
決

意
を
も
って
暴
力
団
排
除
を
進
め
る
」意
志
の
も
と
、警
察・行
政・

事
業
者・県
民
と
議
会
が一
体
と
な
り
暴
力
団
壊
滅
に
進
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、福
岡・北
九
州
両
空
港
の一体
的
運
営
に
つ
い
て
、知
事
は

会
派
の
考
え
も
反
映
し
た「
福
岡
県
の
空
港
の
将
来
構
想
」骨
子

案
を
示
し
ま
し
た
。両
空
港
の
機
能
強
化
と
役
割
分
担・相
互
補

完
と
す
る
こ
の
構
想
が
ま
と
ま
る
ま
で
、両
空
港
の一体
的
運
営
ビ

ジ
ョン
の
具
体
化
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
74
人
犠
牲
の
広
島
市
の
土
砂
災
害
を
受
け
、局
地
的
豪

雨
対
策
を
質
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
本
県
は
土
砂
災
害
の
危
険
箇

所
1
3
，1
5
0
カ
所
の
う
ち
、警
戒
区
域
指
定
は
5
3
0
カ
所

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
た
め
、会
派
の
質
問
を
反
映
し
2
0
1
3
年

度
ま
で
に
、危
険
箇
所
よ
り
も
多
い
1
7
，5
5
1
カ
所
を
警
戒

区
域
に
、そ
の
う
ち
特
別
警
戒
区
域
を
1
6
，0
2
7
カ
所
指
定

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。今
回
、避
難
場
所
を
総
点
検
す
る
こ
と

や「
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
」の
周
知
を
徹
底
す
る

な
ど
、一定
の
成
果
が
上
が
り
ま
し
た
。

 
そ
の
ほ
か
国
民
健
康
保
険
制
度
の
県
移
管
問
題
を
質
す
な
ど
、

人
命
と
生
活
に
直
結
す
る
県
政
運
営
を
中
心
に
質
す
議
会
と
な

り
ま
し
た
。

民
主
・
県
政
県
議
団

　
ま
ず
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
久
留

米
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
仕
組
み
を
県
内

自
治
体
に
広
め
て
い
く
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は

「
県
と
し
て
は
、
久
留
米
市
の
取
り
組
み
の
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
、
県
の
安
全
安
心
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
『
県
民
の
集
い
』
な
ど

を
活
用
し
て
広
く
紹
介
し
、
県
内
各
地
域
の
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
が
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
」
と

大
変
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
高
齢
者
支
援
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つい
て
は
、

知
事
か
ら
は
「
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
生
活
支
援
、
住
ま
い
の
5
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
必
要
に
応

じ
て
適
切
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
く
」
と
心
強
い
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
年
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、
若
者
の
安
定
し
た

雇
用
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
環
境
を
整
え
る
べ
き
と
の
問
い

に
対
し
、
知
事
は
「『
若
者
応
援
企
業
』
で
の
体
験
雇
用
や
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
求
職
者
への
『
若

者
応
援
企
業
』
の
紹
介
、
年
代
別
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
単
独
企

業
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ら
に
強
化
を
図
っ
て
い
く
」
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
警
察
本
部
長
に
対
し
て
、
県
民
の
生
命
、
生
活
を

守
る
た
め
、
暴
力
団
壊
滅
への
決
意
を
求
め
ま
し
た
。

公
明
党

　
第
２
次
安
倍
改
造
内
閣
が「
地
方
再
生
」を
重
要
テ
ー
マ
と
す

る
中
、県
内
各
地
域
の
特
徴
や
実
態
を
踏
ま
え
た
政
策
の
必
要

性
と
、県
域
を
越
え
、九
州
各
県
が
連
携
し
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
し
た
と
こ
ろ
、知
事
か
ら
は
、各
地
域
の
特
性
や
地
域
資
源

を
最
大
限
活
か
し
た
き
め
細
か
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

同
時
に
、各
部
局
の
連
携
強
化
の
た
め
、知
事
を
ト
ッ
プ
と
す
る

新
た
な
庁
内
組
織
を
設
置
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
空
港
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子
案
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

北
九
州
空
港
周
辺
の
北
九
州
市
を
は
じ
め
京
築・田
川
地
域
へ
の

航
空
機
産
業
誘
致
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、本
県
の
立
地
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
や
地
元
で
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、航
空
機

関
連
企
業
に
対
す
る
誘
致
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
県
の
観
光
戦
略
と
し
て
は
、軍
師
官
兵
衛
放
送
終
了
後
の

観
光
振
興
施
策
や
本
県
に
お
い
て
太
宰
府
市
に
次
い
で
２
番
目

と
な
る「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」が
認
定
さ
れ
た
添
田

町
の
英
彦
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
構
想
へ
の
協
力
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク

優
勝
時
の
対
応
に
つ
い
て
、知
事
に
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
質

し
ま
し
た
。

　
農
業
問
題
は
本
県
農
業
振
興
等
６
項
目
か
ら
な
る
質
問
を
し
、

中
高
一貫
教
育
校
に
お
け
る
地
元
公
立
中
学
校
教
育
への
影
響
や

工
藤
會
最
高
幹
部
ら
の
逮
捕
に
よ
る
暴
力
団
壊
滅
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つい
て
教
育
長・県
警
察
本
部
長
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

緑
友
会

代表質問を終えて 会派を代表して行われた代表質問について、
各会派が分かりやすく説明します。

平成26年9月定例会では議案48件が提出され、次の28
件については、いずれも原案のとおり可決または同意さ
れました。20件の決算議案については、決算特別委員
会に付託し、閉会中継続審査されることとなりました。

○予算議案　1件
・平成26年度福岡県一般会計補正予算（第1号）
○条例議案　9件
・附属機関の設置に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
・福岡県事務処理の特例に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
・福岡県保健福祉関係手数料条例の一部を改正
する条例の制定について
・福岡県幼保連携型認定こども園の設備及び運営
の基準に関する条例の制定について
・福岡県浄化槽保守点検業者の登録に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県農林水産関係手数料条例の一部を改正
する条例の制定について
・福岡県公の施設の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
・福岡県風俗案内業の規制に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
・福岡県暴力団排除条例の一部を改正する条例
の制定について

○工事請負契約の締結に関する議案　10件
・工事請負契約の締結について　など
○経費負担に関する議案　6件
・農業農村環境整備事業の経費の負担について
・県営土地改良事業の経費の負担について
・県営林道開設事業の経費の負担について
・港湾関係事業の経費の負担について
・街路関係事業の経費の負担について
・流域下水道事業の経費の負担について
○指定管理者の指定に関する議案　1件
・福岡県立精神医療センター太宰府病院の指定管
理者の指定について

○人事に関する議案　1件
・公安委員会委員の任命について
○決算議案　20件
・平成25年度福岡県一般会計決算　など

提出された議案

可決された意見書・決議、採択された請願

○農協改革に関する意見書
○軽油免税制度及び燃油高騰対策に関する意見書
○電力会社及び再生可能エネルギー発電事業者に
対する指導・助言、報告徴収及び立入検査権限を
都道府県へも付与することを求める意見書

○教員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の
充実を求める意見書

○産後ケア体制の支援強化を求める意見書
○森林整備加速化・林業再生基金の延長に関する意
見書

可決された意見書

○暴力団壊滅に関する決議
可決された決議

○私立幼稚園に対する助成制度の拡充強化に関す
る請願

○県の機関における行政書士法の遵守徹底による窓
口業務の適正化と行政手続法・行政手続条例の遵
守に関する請願

採択された請願

※否決された意見書・決議、不採択の請願はありません。
　また、その他の請願は、継続審査となりました。

ふくおか県議会だより（3）　第11号 2014年 （平成 26年） 11月発行

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。　（注）9 月定例会の会議録については、12 月上旬に掲載される予定です。  http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/
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こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

中牟田 伸二 議員 大島 道人 議員 井上 順吾 議員

吉松 源昭 議員

十中 大雅 議員

板橋　聡 議員

浦田 憲一 議員

自民党
県議団
自民党
県議団

緑友会緑友会

吉武 邦彦 議員

堀　大助 議員

井
上
議
員
　
世
界
に
通
用
す
る
人
材

育
成
の
た
め
、「
九
州
は
ひ
と
つ
」と
い

う
考
え
方
で
「
九
州
に
一
つ
英
語
村
」

を
実
現
す
べ
く
、九
州
知
事
会
に
提
言

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
グ
ロ
バ
ー
ル
人
材
の
育
成
の
た
め

に
は
、英
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
が
重
要
で
あ
る
。韓
国
の
英
語
村

の
多
く
は
財
政
上
の
課
題
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
九
州
英
語
村
に
つ
い
て

は
、ま
ず
は
、韓
国
の
英
語
村
や
日
本

国
内
の
同
種
の
施
設
に
つ
い
て
、研
修

内
容
や
運
営
方
法
な
ど
、そ
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

吉
松
議
員
　
中
古
住
宅
の
購
入
者
へ

の
低
利
融
資
な
ど
の
実
施
に
つ
い
て
、

県
内
の
銀
行
に
働
き
か
け
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
。

Ａ
　
県
で
は
、県
内
の
金
融
機
関
に
対

し
て
、中
古
住
宅
の
購
入
者
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
、金
利
優
遇
や
手
数
料
の

減
免
な
ど
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
行
っ
て

き
た
。そ
の
結
果
、金
融
機
関
の一つ
が
、

「
住
ま
い
の
健
康
診
断
」を
受
け
た
中
古

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、通

常
金
利
か
ら
０.１
％
引
き
下
げ
る
優
遇
制

度
を
10
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。今
後

も
他
の
金
融
機
関
に
働
き
か
け
、中
古

住
宅
市
場
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
。

大
島
議
員
　
本
県
の
小
・
中
学
校
の

連
携
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る

よ
う
、県
教
育
委
員
会
は
、今
後
ど
う

取
り
組
む
の
か
。教
育
長
に
問
う
。

Ａ
　
現
在
、不
登
校
対
策
や
学
力
向
上

対
策
を
テ
ー
マ
と
し
た
小
中
連
携
に
つ

い
て
、学
校
を
指
定
し
て
研
究
を
行
っ
て

い
る
。こ
の
中
で
得
ら
れ
た
教
員
の
意
識

改
革
や
校
内
の
推
進
体
制
、９
年
間
を

見
通
し
た
教
育
内
容
と
学
習
規
律
や

生
活
規
律
、家
庭
学
習
の
指
導
内
容
等

の
成
果
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

小
・
中
学
校
の
効
果
的
な
連
携
が
広
が

る
よ
う
、取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

阿
部
議
員
　
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
新
興

感
染
症
や
国
内
で
発
生
が
続
い
て
い
る
デ

ン
グ
熱
に
対
す
る
県
の
防
疫
態
勢
は
。

Ａ
　
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
発
生
状
況
、

症
状
等
に
つ
い
て
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
町
村
を
通
じ
て
、県
民
に
周
知
し

て
い
る
。エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
つ
い
て
は
、海

外
か
ら
の
患
者
流
入
に
備
え
、専
用
の

病
室
を
有
す
る
感
染
症
指
定
医
療
機

関
や
福
岡
検
疫
所
と
連
携
し
、発
生

を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
。デ
ン

グ
熱
の
患
者
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

患
者
の
感
染
経
路
や
行
動
を
調
査
し
、

必
要
に
応
じ
、蚊
の
駆
除
の
指
示
等
の

感
染
拡
大
防
止
策
を
行
う
。

十
中
議
員
　
農
業
施
策
を
構
築
す
る

際
、農
業
団
体
や
自
治
体
な
ど
の
現

場
の
声
を
ど
う
反
映
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　「
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画
」の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、農
家
、農
業
団
体

お
よ
び
市
町
村
と
の
意
見
交
換
を
延
べ

17
回
実
施
し
、そ
の
意
見
も
踏
ま
え
て

策
定
。基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
つ

い
て
も
、市
町
村
や
農
業
団
体
等
を
通

じ
、現
場
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
実
施
の

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」を
活
用
し
た

農
地
の
集
積
で
は
、す
べ
て
の
担
い
手

を
戸
別
訪
問
し
た
。今
後
も
、現
場
の

意
見
を
把
握
し
た
上
で
施
策
を
企
画
・

立
案
し
展
開
す
る
。

板
橋
議
員
　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
、県
下
全
域
の
活
力
が
失
わ
れ
な
い

よ
う
施
策
を
打
ち
、地
域
ご
と
の
人
口

数
値
目
標
を
設
定
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
　
各
地
域
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、活
力
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、地
域
の
実
情
に
即
し
た
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
本
県
で

は
、今
後
と
も
、県
民
意
識
調
査
な
ど

各
種
調
査
結
果
、市
町
村
や
関
係
団

体
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、各
地
域
の

特
性
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
き
め

細
か
な
施
策
に
取
り
組
む
。地
域
ご
と

の
数
値
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
は
、国
の

「
総
合
戦
略
」を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

中
牟
田
議
員
　
春
日
市
の
小
学
校
校

長
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
担
っ
た
役
割
へ
の
評

価
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
状
況
と

今
後
の
県
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
春
日
市
で
は
、市
内
全
校
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
推
進
す
る
中
で
、学

校
、地
域
、保
護
者
が
児
童
生
徒
を
共

に
育
て
る
風
土
が
醸
成
さ
れ
、事
件
へ

の
対
応
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。平
成
26
年
４
月
現
在
、全
国
で
は

約
６
％
、本
県
で
は
約
10
％
が
導
入
し

て
い
る
。今
後
、県
は
、学
校
を
核
と
し

家
庭
・
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
協
働
体
制

づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

伊
豆
議
員
　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
キ
ャ
ン
プ
地
等
の

誘
致
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

Ａ 
 

キ
ャ
ン
プ
地
選
定
の
動
き
に
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、今
議
会
に

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
等
の
推
進
に
係
る
補

正
予
算
を
提
案
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

受
け
入
れ
体
制
の
情
報
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、県
民
の
気
運
の
醸
成
を
図

る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た

い
。今
後
も
、誘
致
の
意
向
を
持
つ
市

町
村
と
連
携
し
、国
内
外
の
関
係
者
に

働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、積
極
的
に
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
。

浦
田
議
員
　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」の
初
会
合
が
開
か
れ
、国

の
人
口
減
少
対
策
や
地
方
活
性
化
対

策
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。
県
と

し
て
も
、積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
も
各
分
野
に
お
い
て
政

策
対
応
し
て
お
り
、政
策
に
つ
い
て
は
、各

部
局
で
し
っ
か
り
取
り
組
む
と
と
も
に
、

互
い
の
情
報
を
共
有
し
、庁
議
の
場
等
で

議
論
を
深
め
て
き
た
。国
の
動
き
も
踏

ま
え
な
が
ら
、各
部
局
の
連
携
を
よ
り
一

層
強
化
す
る
た
め
、私
を
ト
ッ
プ
と
す
る

新
た
な
庁
内
組
織
を
設
置
し
た
い
。

野
原
議
員
　
室
見
川
河
口
域
の
ア
サ

リ
資
源
の
減
少
に
伴
う
ア
サ
リ
を
増

や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ
　
県
で
は
、ア
サ
リ
資
源
回
復
の
た

め
に
、稚
貝
の
保
護
や
乱
獲
防
止
の
規

制
、ア
サ
リ
の
成
長
を
促
す
取
り
組
み

や
環
境
保
全
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。ま
た
、室
見
川
の
河
川
改
修
に
お

い
て
発
生
す
る「
し
ゅ
ん
せ
つ
」土
砂
を

用
い
た
環
境
改
善
で
は
、効
果
を
検
証

す
る
試
験
の
実
施
に
向
け
、関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。さ
ら
に
、大
型
稚
貝
を
生
産
で
き

る
装
置
を
開
発
し
、現
在
、こ
の
装
置

の
実
用
化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。川

端
議
員
　
難
病
医
療
法
が
来
年
１

月
に
施
行
さ
れ
、公
費
負
担
対
象
疾

患
が
拡
大
す
る
。難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
て
い
る
相
談
支

援
員
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ
　
現
在
、難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、相
談
支
援
員
を
１
名
配
置
し
て

い
る
が
、今
後
、認
定
患
者
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。こ
の
た
め
、認
定
患

者
数
の
増
加
を
踏
ま
え
、相
談
支
援

員
の
適
切
な
増
員
を
図
っ
て
い
く
。

吉
村
議
員
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、本
県
へ
の

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

Ａ
　
県
内
に
は
、キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の

意
向
を
持
つ
市
町
が
26
あ
る
。速
や
か

に
国
内
外
に
情
報
を
発
信
で
き
る
よ

う
、各
市
町
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施

し
た
い
。ま
た
、自
治
体
に
大
学
や
企

業
、競
技
団
体
の
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
派
遣
し
、各
地
で
の
誘
致

活
動
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

支
援
し
た
い
と
考
え
、今
議
会
に
補
正

予
算
を
提
案
し
た
。今
後
と
も
、し
っ

か
り
取
り
組
む
。

田辺 一城 議員中村 誠治 議員

宮浦　寛 議員

畑中 茂広 議員

井上 博隆 議員 堤 かなめ 議員

原竹 岩海 議員

原中 誠志 議員

民主・県政
県議団
民主・県政
県議団

吉村　悠 議員 伊豆 美沙子 議員

川端 耕一 議員

野原 隆士 議員 阿部 弘樹 議員

松下 正治 議員

高橋 雅成 議員

新開 昌彦 議員

壹岐 和郎 議員

公明党公明党

松
下
議
員
　
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て
、県
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
県
で
は
、60
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
誰
で
も
参
加
で
き
る「
ね
ん
り
ん
ス

ポ
ー
ツ・
文
化
祭
」を
開
催
。ま
た
、県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
連
携
し
、ペ
タ
ン

ク
等
に
つ
い
て
、地
域
選
抜
の
競
技
大
会

を
開
催
し
て
い
る
。さ
ら
に
、各
競
技
団

体
が
実
施
す
る
大
会
等
に
対
し
て
支

援
を
行
い
、高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
に
努
め
て
い
る
。今
後
は
、こ
れ
ら

に
加
え
て
、県
内
各
地
で
体
験
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
、

市
町
村
や
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
。

壹
岐
議
員
　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
被
害

か
ら
青
少
年
を
守
る
た
め
、
福
岡
県

青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
改
正
を
含

め
、適
切
な
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

Ａ
　
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
中
に

は
、大
麻
や
覚
せ
い
剤
等
の
使
用
、飲
酒

や
喫
煙
、有
害
薬
品
類
の
不
健
全
な
使

用
な
ど
の
行
為
に
つ
い
て
、青
少
年
に
こ

れ
ら
を
行
う
た
め
の
場
所
を
提
供
し
、

又
は
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
を
罰
則
付
き

で
禁
止
す
る
規
定
が
あ
る
。こ
の
た
め
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
う
ち
、薬
事
法
に
指

定
さ
れ
た
指
定
薬
物
に
つ
い
て
は
、こ
の

規
定
を
活
用
し
、条
例
に
基
づ
く
対
応

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

新
開
議
員
　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
支
援
に
お
い
て
、経
営
指
導
員
の

連
携
を
提
案
し
た
い
。ま
た
、知
事
が
実

態
を
知
る
た
め
に
も「
福
岡
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
」を
訪
問
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
経
営
指
導
員
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

得
意
分
野
を
活
か
し
つ
つ
、今
ま
で
以

上
に
横
の
連
携
を
強
め
る
意
識
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
伝
え
た
い
。ま
た
、

経
営
の
指
導
に
あ
た
る
方
々
に
、専
門

家
や
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
周
知
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
は
、で
き
る
だ

け
早
く
訪
問
し
関
係
者
の
話
を
聞
き

た
い
と
思
う
。

高
橋
議
員
　
国
の
放
課
後
子
ど
も
総

合
プ
ラ
ン
は
、公
立
小
学
校
を
拠
点
に
、

子
育
て
と
教
育
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
よ

う
と
す
る
試
み
。
本
県
で
は
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
広
場
の
受
け
皿
と
し
て
、放
課

後
子
供
教
室
を
実
施
し
て
い
る
が
、課

題
が
多
く
、ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
の
あ
り

方
を
再
検
討
す
る
必
要
性
は
な
い
か
。

Ａ
　
本
県
で
は
、平
成
13
年
度
か
ら
ア
ン

ビ
シ
ャ
ス
広
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、運
営
が
厳
し
い
広
場
や
、週
2

日
開
催
は
難
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
。今

後
、市
町
村
の
意
見
も
よ
く
聞
き
、地
域

に
根
差
し
た
放
課
後
対
策
を
進
め
る
。

吉
武
議
員
　
国
が
来
年
6
月
末
の
施

行
を
目
指
し
て
い
る
食
品
表
示
法
に

つ
い
て
。

Ａ
　
栄
養
表
示
の
義
務
化
に
あ
た
り
、

適
用
除
外
事
業
者
の
範
囲
を
拡
大
す

べ
き
と
の
意
見
に
対
し
、国
は
、従
前

か
ら
適
用
除
外
の
事
業
者
に
加
え
、

小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
も
表
示
義

務
を
免
除
す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

ほ
か
の
意
見
に
つ
い
て
も
、国
で
検
討

す
る
と
の
こ
と
。
本
県
で
は
、例
年
の

食
品
表
示
説
明
会
で
現
在
の
情
報
を

説
明
し
、周
知
を
徹
底
す
る
。ま
た
、

内
容
が
明
確
と
な
り
次
第
、説
明
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
や
県
食
品
衛
生
協
会

等
を
通
じ
具
体
的
な
表
示
の
仕
方
等

の
周
知
を
図
る
。

 

堀
議
員
　
環
状
交
差
点（
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
）に
つ
い
て
。

Ａ
　
本
年
9
月
の
改
正
道
交
法
等
の

施
行
で
、我
が
国
に
お
い
て
も
法
的
位

置
づ
け
が
な
さ
れ
た
環
状
交
差
点
は
、

車
両
の
速
度
が
落
ち
る
た
め
重
大
事

故
が
減
少
す
る
、信
号
が
必
要
な
い
た

め
停
電
の
影
響
を
受
け
ず
災
害
に
強

い
な
ど
の
利
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

県
内
で
は
、現
在
指
定
を
受
け
た
も
の

は
な
い
が
、今
後
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

他
県
の
事
例
と
効
果
な
ど
の
情
報
を

収
集
し
、ま
た
、県
警
と
も
連
携
し
、

市
町
村
に
対
し
て
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
く
。

堤
議
員
　
女
性
の
大
活
躍
推
進
福

岡
県
会
議
の
提
言
に
は
、
子
育
て
中

の
男
女
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
、働
き
方
改
革
、学
童
期
ま
で

含
ん
だ
き
め
細
か
い
支
援
な
ど
の
要

望
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。実
現
へ
の

取
り
組
み
は
。

Ａ
　
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育

所
の
整
備
、保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。子
育
て
応
援
宣
言
企
業

の
登
録
は
、本
年
度
中
に
5
千
社
を
突

破
す
る
見
込
み
。部
下
の
育
児
と
仕
事

の
両
立
を
支
援
す
る
上
司（
イ
ク
ボ

ス
）に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
企
業
向
け

セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
っ
て
い
る
。

田
辺
議
員
　
指
定
緊
急
避
難
場
所
の

住
民
に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て
。

Ａ
　
県
で
は
、市
町
村
に
対
し
て
、防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、各
世
帯
へ
の
配
布
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
り
周

知
す
る
よ
う
指
導
し
、県
と
し
て
も
防

災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
に
よ
る
情
報
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、市
町

村
に
は
、避
難
場
所
や
経
路
を
分
か
り

や
す
く
表
示
で
き
る
よ
う
避
難
標
識

の
図
記
号
を
紹
介
。引
き
続
き
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
町
村
に
対
し
災
害
の
種
類
に
即
し

た
図
記
号
に
つ
い
て
の
国
の
検
討
状
況

な
ど
を
情
報
提
供
し
、緊
急
避
難
場
所

の
周
知
徹
底
の
仕
方
を
工
夫
し
た
い
。

宮
浦
議
員
　
義
務
教
育
を
保
障
す
る

学
校
の
一
つ
と
し
て
夜
間
中
学
が
あ
る

が
、公
立
の
夜
間
中
学
は
九
州
に
は
1

校
も
な
く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に

よ
る
自
主
学
級
に
支
え
ら
れ
て
い
る

の
が
現
状
。夜
間
中
学
の
設
置
拡
充
に

向
け
、県
下
で
行
わ
れ
て
い
る
自
主
学

級
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
現
地
視
察

や
関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
う

べ
き
と
思
う
。教
育
長
の
考
え
は
。

Ａ
　
こ
う
し
た
情
報
収
集
は
、基
本
的

に
は
、市
町
村
教
育
委
員
会
で
行
わ
れ

て
い
る
と
考
え
る
が
、県
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、様
々
な
方
法
で
情
報
収
集

に
努
め
る
。

畑
中
議
員
　
デ
ン
グ
熱
等
、
蚊
や
マ

ダ
ニ
な
ど
の
昆
虫
等
が
媒
介
す
る
感

染
症
の
予
防
に
つ
い
て
、県
民
に
ど
う

周
知
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
県
で
は
、外
出
す
る
際
の
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
の
着
用
や
虫
除
け
剤
の
使
用

な
ど
、蚊
や
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
の

予
防
策
、蚊
の
発
生
源
と
な
る
植
木
鉢

の
受
け
皿
や
古
タ
イ
ヤ
等
に
溜
ま
っ
た

水
を
放
置
し
な
い
等
、蚊
を
増
や
さ
な

い
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
町
村
を
通
じ
て
、広
く
県

民
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
、最

新
の
情
報
に
つ
い
て
、的
確
に
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

原
中
議
員
　
成
人
期
に
歯
科
検
診
が

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、受
診

す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

知
事
の
認
識
は
。

Ａ
　
平
成
23
年
8
月
に「
歯
科
口
腔
保

健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ

れ
た
。こ
れ
を
受
け
、本
県
で
は
、昨
年

3
月「
福
岡
県
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」を
制
定
、今
年
3
月

に
推
進
計
画
を
策
定
し
た
。今
後
、条

例
お
よ
び
計
画
に
基
づ
き
、県
民
に
歯
科

検
診
を
受
診
す
る
よ
う
推
奨
す
る
と

と
も
に
、各
世
代
に
応
じ
た
歯
科
検
診

や
歯
科
保
健
指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、市
町
村・事
業
者
へ
働
き
か
け
る
。

中
村
議
員
　
人
口
が
減
少
す
る
中
、経

済
成
長
の
た
め
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
こ
と
が
必
要
だ
。知
事
の
考
え
は
。

Ａ
　
本
県
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
を
生
み
出
す
こ
と
が

大
変
重
要
だ
。本
県
で
は
、商
工
会
議

所
や
商
工
会
に
お
い
て
創
業
セ
ミ
ナ
ー

や
創
業
塾
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、異

業
種
交
流
を
促
進
。創
業
後
は
フ
ク
オ

カ
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
た

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
支
援
を
行
い
、水
素

な
ど
の
先
端
成
長
分
野
で
は
産
学
官

連
携
に
よ
る
研
究
や
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。こ
れ
ら
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

井
上
議
員
　
児
童
相
談
所
に
お
け
る

児
童
心
理
司
の
増
員
に
つ
い
て
知
事

の
認
識
と
決
意
を
問
う
。

Ａ
　
児
童
心
理
司
の
業
務
が
増
加
す

る
中
、本
県
で
は
、平
成
12
年
度
か
ら
現

在
ま
で
の
間
、児
童
心
理
司
を
10
名
か

ら
21
名
に
増
員
し
、虐
待
な
ど
に
対
す

る
児
童
相
談
所
の
相
談
支
援
機
能
の

強
化
を
図
っ
て
き
た
。児
童
相
談
所
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
、ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、児
童
相
談
所

が
、児
童
福
祉
の
中
核
機
関
と
し
て
、虐

待
の
未
然
防
止
か
ら
再
発
防
止
ま
で

き
め
細
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、今
後

と
も
、必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

原
竹
議
員
　
高
尾
川
・
鷺
田
川
の
治

水
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ
　
現
在
、高
尾
川
・
鷺
田
川
の
合
流

点
付
近
で
、洪
水
を
円
滑
に
流
す
た
め

の
河
道
バ
イ
パ
ス
工
事
を
は
じ
め
、河

川
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
、こ

れ
ま
で
13
件
の
家
屋
を
移
転
す
る
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、河
川
の
拡
幅

工
事
を
実
施
し
た
。今
回
の
浸
水
被
害

を
踏
ま
え
、事
業
を
前
倒
し
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、緊
急
に
事

業
が
可
能
と
な
る
よ
う
、国
に
対
し
、

強
く
要
請
し
て
い
く
。地
元
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
、一
日
も
早
く
事
業
を

促
進
さ
せ
た
い
。

暴
力
団
壊
滅
に
関
す
る
決
議

　去
る
九
月
十一日
及
び
同
月
十
三
日
に
、

全
国
で
唯一の「
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
」に

指
定
さ
れ
て
お
り
、本
県
内
に
拠
点
を
置
く

暴
力
団「
五
代
目
工
藤
會
」の
最
高
幹
部
二

名
が
殺
人
事
件
等
で
逮
捕・起
訴
さ
れ
、さ
ら

に
そ
の
後
も
主
要
幹
部
ら
が
次
々
に
逮
捕
さ

れ
て
い
る
。

　本
県
で
は
、平
成
二
十
二
年
四
月一日
に
全

国
初
と
な
る「
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
」

が
施
行
さ
れ
た
後
も
、市
民
社
会
に
挑
戦
す

る
か
の
よ
う
に
、暴
力
団
排
除
に
取
り
組
ん

だ
飲
食
店
や
経
営
者
ら
を
狙
っ
た
放
火
事
件

や
襲
撃
事
件
が
相
次
い
だ
。

　県
民
を
不
安
と
恐
怖
に
陥
れ
、郷
土
福
岡

県
の
イ
メ
ー
ジ
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
て
き
た

悪
質
か
つ
卑
劣
な
暴
力
団
を
壊
滅
さ
せ
よ

う
と
す
る
県
警
察
の
取
組
を
、本
県
議
会
は

こ
れ
ま
で
も
全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、こ
の
た
び
の
暴
力
団
の

最
高
幹
部
ら
の
逮
捕
は
、暴
力
団
壊
滅
に
向

け
た
機
運
を一
気
に
高
め
、県
民
が
切
に
願

う「
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
岡
県
」の

実
現
へ
の
大
き
な一歩
と
な
り
、全
国
の
先
駆

け
に
な
る
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

　よ
っ
て
、本
県
議
会
は
、県
警
察
や
県
行

政
、暴
力
団
排
除
活
動
推
進
団
体
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、暴
力

団
の
壊
滅
に
全
力
で
取
り
組
む
も
の
と
す

る
。　以

上
、決
議
す
る
。

　平
成
二
十
六
年
十
月
七
日

福
　岡
　県
　議
　会
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※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

中牟田 伸二 議員 大島 道人 議員 井上 順吾 議員

吉松 源昭 議員

十中 大雅 議員

板橋　聡 議員

浦田 憲一 議員

自民党
県議団
自民党
県議団

緑友会緑友会

吉武 邦彦 議員

堀　大助 議員

井
上
議
員
　
世
界
に
通
用
す
る
人
材

育
成
の
た
め
、「
九
州
は
ひ
と
つ
」と
い

う
考
え
方
で
「
九
州
に
一
つ
英
語
村
」

を
実
現
す
べ
く
、九
州
知
事
会
に
提
言

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
グ
ロ
バ
ー
ル
人
材
の
育
成
の
た
め

に
は
、英
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
が
重
要
で
あ
る
。韓
国
の
英
語
村

の
多
く
は
財
政
上
の
課
題
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
九
州
英
語
村
に
つ
い
て

は
、ま
ず
は
、韓
国
の
英
語
村
や
日
本

国
内
の
同
種
の
施
設
に
つ
い
て
、研
修

内
容
や
運
営
方
法
な
ど
、そ
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

吉
松
議
員
　
中
古
住
宅
の
購
入
者
へ

の
低
利
融
資
な
ど
の
実
施
に
つ
い
て
、

県
内
の
銀
行
に
働
き
か
け
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
。

Ａ
　
県
で
は
、県
内
の
金
融
機
関
に
対

し
て
、中
古
住
宅
の
購
入
者
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
、金
利
優
遇
や
手
数
料
の

減
免
な
ど
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
行
っ
て

き
た
。そ
の
結
果
、金
融
機
関
の一つ
が
、

「
住
ま
い
の
健
康
診
断
」を
受
け
た
中
古

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、通

常
金
利
か
ら
０.１
％
引
き
下
げ
る
優
遇
制

度
を
10
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。今
後

も
他
の
金
融
機
関
に
働
き
か
け
、中
古

住
宅
市
場
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
。

大
島
議
員
　
本
県
の
小
・
中
学
校
の

連
携
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る

よ
う
、県
教
育
委
員
会
は
、今
後
ど
う

取
り
組
む
の
か
。教
育
長
に
問
う
。

Ａ
　
現
在
、不
登
校
対
策
や
学
力
向
上

対
策
を
テ
ー
マ
と
し
た
小
中
連
携
に
つ

い
て
、学
校
を
指
定
し
て
研
究
を
行
っ
て

い
る
。こ
の
中
で
得
ら
れ
た
教
員
の
意
識

改
革
や
校
内
の
推
進
体
制
、９
年
間
を

見
通
し
た
教
育
内
容
と
学
習
規
律
や

生
活
規
律
、家
庭
学
習
の
指
導
内
容
等

の
成
果
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

小
・
中
学
校
の
効
果
的
な
連
携
が
広
が

る
よ
う
、取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

阿
部
議
員
　
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
新
興

感
染
症
や
国
内
で
発
生
が
続
い
て
い
る
デ

ン
グ
熱
に
対
す
る
県
の
防
疫
態
勢
は
。

Ａ
　
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
発
生
状
況
、

症
状
等
に
つ
い
て
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
町
村
を
通
じ
て
、県
民
に
周
知
し

て
い
る
。エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
つ
い
て
は
、海

外
か
ら
の
患
者
流
入
に
備
え
、専
用
の

病
室
を
有
す
る
感
染
症
指
定
医
療
機

関
や
福
岡
検
疫
所
と
連
携
し
、発
生

を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
。デ
ン

グ
熱
の
患
者
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

患
者
の
感
染
経
路
や
行
動
を
調
査
し
、

必
要
に
応
じ
、蚊
の
駆
除
の
指
示
等
の

感
染
拡
大
防
止
策
を
行
う
。

十
中
議
員
　
農
業
施
策
を
構
築
す
る

際
、農
業
団
体
や
自
治
体
な
ど
の
現

場
の
声
を
ど
う
反
映
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　「
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画
」の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、農
家
、農
業
団
体

お
よ
び
市
町
村
と
の
意
見
交
換
を
延
べ

17
回
実
施
し
、そ
の
意
見
も
踏
ま
え
て

策
定
。基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
つ

い
て
も
、市
町
村
や
農
業
団
体
等
を
通

じ
、現
場
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
実
施
の

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」を
活
用
し
た

農
地
の
集
積
で
は
、す
べ
て
の
担
い
手

を
戸
別
訪
問
し
た
。今
後
も
、現
場
の

意
見
を
把
握
し
た
上
で
施
策
を
企
画
・

立
案
し
展
開
す
る
。

板
橋
議
員
　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
、県
下
全
域
の
活
力
が
失
わ
れ
な
い

よ
う
施
策
を
打
ち
、地
域
ご
と
の
人
口

数
値
目
標
を
設
定
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
　
各
地
域
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、活
力
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、地
域
の
実
情
に
即
し
た
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
本
県
で

は
、今
後
と
も
、県
民
意
識
調
査
な
ど

各
種
調
査
結
果
、市
町
村
や
関
係
団

体
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、各
地
域
の

特
性
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
き
め

細
か
な
施
策
に
取
り
組
む
。地
域
ご
と

の
数
値
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
は
、国
の

「
総
合
戦
略
」を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

中
牟
田
議
員
　
春
日
市
の
小
学
校
校

長
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
担
っ
た
役
割
へ
の
評

価
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
状
況
と

今
後
の
県
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
春
日
市
で
は
、市
内
全
校
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
推
進
す
る
中
で
、学

校
、地
域
、保
護
者
が
児
童
生
徒
を
共

に
育
て
る
風
土
が
醸
成
さ
れ
、事
件
へ

の
対
応
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。平
成
26
年
４
月
現
在
、全
国
で
は

約
６
％
、本
県
で
は
約
10
％
が
導
入
し

て
い
る
。今
後
、県
は
、学
校
を
核
と
し

家
庭
・
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
協
働
体
制

づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

伊
豆
議
員
　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
キ
ャ
ン
プ
地
等
の

誘
致
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

Ａ 
 

キ
ャ
ン
プ
地
選
定
の
動
き
に
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、今
議
会
に

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
等
の
推
進
に
係
る
補

正
予
算
を
提
案
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

受
け
入
れ
体
制
の
情
報
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、県
民
の
気
運
の
醸
成
を
図

る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た

い
。今
後
も
、誘
致
の
意
向
を
持
つ
市

町
村
と
連
携
し
、国
内
外
の
関
係
者
に

働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、積
極
的
に
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
。

浦
田
議
員
　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」の
初
会
合
が
開
か
れ
、国

の
人
口
減
少
対
策
や
地
方
活
性
化
対

策
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。
県
と

し
て
も
、積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
も
各
分
野
に
お
い
て
政

策
対
応
し
て
お
り
、政
策
に
つ
い
て
は
、各

部
局
で
し
っ
か
り
取
り
組
む
と
と
も
に
、

互
い
の
情
報
を
共
有
し
、庁
議
の
場
等
で

議
論
を
深
め
て
き
た
。国
の
動
き
も
踏

ま
え
な
が
ら
、各
部
局
の
連
携
を
よ
り
一

層
強
化
す
る
た
め
、私
を
ト
ッ
プ
と
す
る

新
た
な
庁
内
組
織
を
設
置
し
た
い
。

野
原
議
員
　
室
見
川
河
口
域
の
ア
サ

リ
資
源
の
減
少
に
伴
う
ア
サ
リ
を
増

や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ
　
県
で
は
、ア
サ
リ
資
源
回
復
の
た

め
に
、稚
貝
の
保
護
や
乱
獲
防
止
の
規

制
、ア
サ
リ
の
成
長
を
促
す
取
り
組
み

や
環
境
保
全
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。ま
た
、室
見
川
の
河
川
改
修
に
お

い
て
発
生
す
る「
し
ゅ
ん
せ
つ
」土
砂
を

用
い
た
環
境
改
善
で
は
、効
果
を
検
証

す
る
試
験
の
実
施
に
向
け
、関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。さ
ら
に
、大
型
稚
貝
を
生
産
で
き

る
装
置
を
開
発
し
、現
在
、こ
の
装
置

の
実
用
化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。川

端
議
員
　
難
病
医
療
法
が
来
年
１

月
に
施
行
さ
れ
、公
費
負
担
対
象
疾

患
が
拡
大
す
る
。難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
て
い
る
相
談
支

援
員
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ
　
現
在
、難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、相
談
支
援
員
を
１
名
配
置
し
て

い
る
が
、今
後
、認
定
患
者
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。こ
の
た
め
、認
定
患

者
数
の
増
加
を
踏
ま
え
、相
談
支
援

員
の
適
切
な
増
員
を
図
っ
て
い
く
。

吉
村
議
員
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、本
県
へ
の

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

Ａ
　
県
内
に
は
、キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の

意
向
を
持
つ
市
町
が
26
あ
る
。速
や
か

に
国
内
外
に
情
報
を
発
信
で
き
る
よ

う
、各
市
町
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施

し
た
い
。ま
た
、自
治
体
に
大
学
や
企

業
、競
技
団
体
の
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
派
遣
し
、各
地
で
の
誘
致

活
動
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

支
援
し
た
い
と
考
え
、今
議
会
に
補
正

予
算
を
提
案
し
た
。今
後
と
も
、し
っ

か
り
取
り
組
む
。

田辺 一城 議員中村 誠治 議員

宮浦　寛 議員

畑中 茂広 議員

井上 博隆 議員 堤 かなめ 議員

原竹 岩海 議員

原中 誠志 議員

民主・県政
県議団
民主・県政
県議団

吉村　悠 議員 伊豆 美沙子 議員

川端 耕一 議員

野原 隆士 議員 阿部 弘樹 議員

松下 正治 議員

高橋 雅成 議員

新開 昌彦 議員

壹岐 和郎 議員

公明党公明党

松
下
議
員
　
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て
、県
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
県
で
は
、60
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
誰
で
も
参
加
で
き
る「
ね
ん
り
ん
ス

ポ
ー
ツ・
文
化
祭
」を
開
催
。ま
た
、県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
連
携
し
、ペ
タ
ン

ク
等
に
つ
い
て
、地
域
選
抜
の
競
技
大
会

を
開
催
し
て
い
る
。さ
ら
に
、各
競
技
団

体
が
実
施
す
る
大
会
等
に
対
し
て
支

援
を
行
い
、高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
に
努
め
て
い
る
。今
後
は
、こ
れ
ら

に
加
え
て
、県
内
各
地
で
体
験
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
、

市
町
村
や
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
。

壹
岐
議
員
　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
被
害

か
ら
青
少
年
を
守
る
た
め
、
福
岡
県

青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
改
正
を
含

め
、適
切
な
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

Ａ
　
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
中
に

は
、大
麻
や
覚
せ
い
剤
等
の
使
用
、飲
酒

や
喫
煙
、有
害
薬
品
類
の
不
健
全
な
使

用
な
ど
の
行
為
に
つ
い
て
、青
少
年
に
こ

れ
ら
を
行
う
た
め
の
場
所
を
提
供
し
、

又
は
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
を
罰
則
付
き

で
禁
止
す
る
規
定
が
あ
る
。こ
の
た
め
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
う
ち
、薬
事
法
に
指

定
さ
れ
た
指
定
薬
物
に
つ
い
て
は
、こ
の

規
定
を
活
用
し
、条
例
に
基
づ
く
対
応

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

新
開
議
員
　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
支
援
に
お
い
て
、経
営
指
導
員
の

連
携
を
提
案
し
た
い
。ま
た
、知
事
が
実

態
を
知
る
た
め
に
も「
福
岡
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
」を
訪
問
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
経
営
指
導
員
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

得
意
分
野
を
活
か
し
つ
つ
、今
ま
で
以

上
に
横
の
連
携
を
強
め
る
意
識
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
伝
え
た
い
。ま
た
、

経
営
の
指
導
に
あ
た
る
方
々
に
、専
門

家
や
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
周
知
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
は
、で
き
る
だ

け
早
く
訪
問
し
関
係
者
の
話
を
聞
き

た
い
と
思
う
。

高
橋
議
員
　
国
の
放
課
後
子
ど
も
総

合
プ
ラ
ン
は
、公
立
小
学
校
を
拠
点
に
、

子
育
て
と
教
育
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
よ

う
と
す
る
試
み
。
本
県
で
は
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
広
場
の
受
け
皿
と
し
て
、放
課

後
子
供
教
室
を
実
施
し
て
い
る
が
、課

題
が
多
く
、ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
の
あ
り

方
を
再
検
討
す
る
必
要
性
は
な
い
か
。

Ａ
　
本
県
で
は
、平
成
13
年
度
か
ら
ア
ン

ビ
シ
ャ
ス
広
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、運
営
が
厳
し
い
広
場
や
、週
2

日
開
催
は
難
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
。今

後
、市
町
村
の
意
見
も
よ
く
聞
き
、地
域

に
根
差
し
た
放
課
後
対
策
を
進
め
る
。

吉
武
議
員
　
国
が
来
年
6
月
末
の
施

行
を
目
指
し
て
い
る
食
品
表
示
法
に

つ
い
て
。

Ａ
　
栄
養
表
示
の
義
務
化
に
あ
た
り
、

適
用
除
外
事
業
者
の
範
囲
を
拡
大
す

べ
き
と
の
意
見
に
対
し
、国
は
、従
前

か
ら
適
用
除
外
の
事
業
者
に
加
え
、

小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
も
表
示
義

務
を
免
除
す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

ほ
か
の
意
見
に
つ
い
て
も
、国
で
検
討

す
る
と
の
こ
と
。
本
県
で
は
、例
年
の

食
品
表
示
説
明
会
で
現
在
の
情
報
を

説
明
し
、周
知
を
徹
底
す
る
。ま
た
、

内
容
が
明
確
と
な
り
次
第
、説
明
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
や
県
食
品
衛
生
協
会

等
を
通
じ
具
体
的
な
表
示
の
仕
方
等

の
周
知
を
図
る
。

 

堀
議
員
　
環
状
交
差
点（
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
）に
つ
い
て
。

Ａ
　
本
年
9
月
の
改
正
道
交
法
等
の

施
行
で
、我
が
国
に
お
い
て
も
法
的
位

置
づ
け
が
な
さ
れ
た
環
状
交
差
点
は
、

車
両
の
速
度
が
落
ち
る
た
め
重
大
事

故
が
減
少
す
る
、信
号
が
必
要
な
い
た

め
停
電
の
影
響
を
受
け
ず
災
害
に
強

い
な
ど
の
利
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

県
内
で
は
、現
在
指
定
を
受
け
た
も
の

は
な
い
が
、今
後
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

他
県
の
事
例
と
効
果
な
ど
の
情
報
を

収
集
し
、ま
た
、県
警
と
も
連
携
し
、

市
町
村
に
対
し
て
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
く
。

堤
議
員
　
女
性
の
大
活
躍
推
進
福

岡
県
会
議
の
提
言
に
は
、
子
育
て
中

の
男
女
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
、働
き
方
改
革
、学
童
期
ま
で

含
ん
だ
き
め
細
か
い
支
援
な
ど
の
要

望
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。実
現
へ
の

取
り
組
み
は
。

Ａ
　
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育

所
の
整
備
、保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。子
育
て
応
援
宣
言
企
業

の
登
録
は
、本
年
度
中
に
5
千
社
を
突

破
す
る
見
込
み
。部
下
の
育
児
と
仕
事

の
両
立
を
支
援
す
る
上
司（
イ
ク
ボ

ス
）に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
企
業
向
け

セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
っ
て
い
る
。

田
辺
議
員
　
指
定
緊
急
避
難
場
所
の

住
民
に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て
。

Ａ
　
県
で
は
、市
町
村
に
対
し
て
、防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、各
世
帯
へ
の
配
布
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
り
周

知
す
る
よ
う
指
導
し
、県
と
し
て
も
防

災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
に
よ
る
情
報
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、市
町

村
に
は
、避
難
場
所
や
経
路
を
分
か
り

や
す
く
表
示
で
き
る
よ
う
避
難
標
識

の
図
記
号
を
紹
介
。引
き
続
き
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
町
村
に
対
し
災
害
の
種
類
に
即
し

た
図
記
号
に
つ
い
て
の
国
の
検
討
状
況

な
ど
を
情
報
提
供
し
、緊
急
避
難
場
所

の
周
知
徹
底
の
仕
方
を
工
夫
し
た
い
。

宮
浦
議
員
　
義
務
教
育
を
保
障
す
る

学
校
の
一
つ
と
し
て
夜
間
中
学
が
あ
る

が
、公
立
の
夜
間
中
学
は
九
州
に
は
1

校
も
な
く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に

よ
る
自
主
学
級
に
支
え
ら
れ
て
い
る

の
が
現
状
。夜
間
中
学
の
設
置
拡
充
に

向
け
、県
下
で
行
わ
れ
て
い
る
自
主
学

級
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
現
地
視
察

や
関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
う

べ
き
と
思
う
。教
育
長
の
考
え
は
。

Ａ
　
こ
う
し
た
情
報
収
集
は
、基
本
的

に
は
、市
町
村
教
育
委
員
会
で
行
わ
れ

て
い
る
と
考
え
る
が
、県
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、様
々
な
方
法
で
情
報
収
集

に
努
め
る
。

畑
中
議
員
　
デ
ン
グ
熱
等
、
蚊
や
マ

ダ
ニ
な
ど
の
昆
虫
等
が
媒
介
す
る
感

染
症
の
予
防
に
つ
い
て
、県
民
に
ど
う

周
知
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
県
で
は
、外
出
す
る
際
の
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
の
着
用
や
虫
除
け
剤
の
使
用

な
ど
、蚊
や
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
の

予
防
策
、蚊
の
発
生
源
と
な
る
植
木
鉢

の
受
け
皿
や
古
タ
イ
ヤ
等
に
溜
ま
っ
た

水
を
放
置
し
な
い
等
、蚊
を
増
や
さ
な

い
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
町
村
を
通
じ
て
、広
く
県

民
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
、最

新
の
情
報
に
つ
い
て
、的
確
に
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

原
中
議
員
　
成
人
期
に
歯
科
検
診
が

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、受
診

す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

知
事
の
認
識
は
。

Ａ
　
平
成
23
年
8
月
に「
歯
科
口
腔
保

健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ

れ
た
。こ
れ
を
受
け
、本
県
で
は
、昨
年

3
月「
福
岡
県
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」を
制
定
、今
年
3
月

に
推
進
計
画
を
策
定
し
た
。今
後
、条

例
お
よ
び
計
画
に
基
づ
き
、県
民
に
歯
科

検
診
を
受
診
す
る
よ
う
推
奨
す
る
と

と
も
に
、各
世
代
に
応
じ
た
歯
科
検
診

や
歯
科
保
健
指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、市
町
村・事
業
者
へ
働
き
か
け
る
。

中
村
議
員
　
人
口
が
減
少
す
る
中
、経

済
成
長
の
た
め
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
こ
と
が
必
要
だ
。知
事
の
考
え
は
。

Ａ
　
本
県
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
を
生
み
出
す
こ
と
が

大
変
重
要
だ
。本
県
で
は
、商
工
会
議

所
や
商
工
会
に
お
い
て
創
業
セ
ミ
ナ
ー

や
創
業
塾
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、異

業
種
交
流
を
促
進
。創
業
後
は
フ
ク
オ

カ
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
た

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
支
援
を
行
い
、水
素

な
ど
の
先
端
成
長
分
野
で
は
産
学
官

連
携
に
よ
る
研
究
や
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。こ
れ
ら
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

井
上
議
員
　
児
童
相
談
所
に
お
け
る

児
童
心
理
司
の
増
員
に
つ
い
て
知
事

の
認
識
と
決
意
を
問
う
。

Ａ
　
児
童
心
理
司
の
業
務
が
増
加
す

る
中
、本
県
で
は
、平
成
12
年
度
か
ら
現

在
ま
で
の
間
、児
童
心
理
司
を
10
名
か

ら
21
名
に
増
員
し
、虐
待
な
ど
に
対
す

る
児
童
相
談
所
の
相
談
支
援
機
能
の

強
化
を
図
っ
て
き
た
。児
童
相
談
所
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
、ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、児
童
相
談
所

が
、児
童
福
祉
の
中
核
機
関
と
し
て
、虐

待
の
未
然
防
止
か
ら
再
発
防
止
ま
で

き
め
細
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、今
後

と
も
、必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

原
竹
議
員
　
高
尾
川
・
鷺
田
川
の
治

水
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ
　
現
在
、高
尾
川
・
鷺
田
川
の
合
流

点
付
近
で
、洪
水
を
円
滑
に
流
す
た
め

の
河
道
バ
イ
パ
ス
工
事
を
は
じ
め
、河

川
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
、こ

れ
ま
で
13
件
の
家
屋
を
移
転
す
る
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、河
川
の
拡
幅

工
事
を
実
施
し
た
。今
回
の
浸
水
被
害

を
踏
ま
え
、事
業
を
前
倒
し
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、緊
急
に
事

業
が
可
能
と
な
る
よ
う
、国
に
対
し
、

強
く
要
請
し
て
い
く
。地
元
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
、一
日
も
早
く
事
業
を

促
進
さ
せ
た
い
。

暴
力
団
壊
滅
に
関
す
る
決
議

　去
る
九
月
十一日
及
び
同
月
十
三
日
に
、

全
国
で
唯一の「
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
」に

指
定
さ
れ
て
お
り
、本
県
内
に
拠
点
を
置
く

暴
力
団「
五
代
目
工
藤
會
」の
最
高
幹
部
二

名
が
殺
人
事
件
等
で
逮
捕・起
訴
さ
れ
、さ
ら

に
そ
の
後
も
主
要
幹
部
ら
が
次
々
に
逮
捕
さ

れ
て
い
る
。

　本
県
で
は
、平
成
二
十
二
年
四
月一日
に
全

国
初
と
な
る「
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
」

が
施
行
さ
れ
た
後
も
、市
民
社
会
に
挑
戦
す

る
か
の
よ
う
に
、暴
力
団
排
除
に
取
り
組
ん

だ
飲
食
店
や
経
営
者
ら
を
狙
っ
た
放
火
事
件

や
襲
撃
事
件
が
相
次
い
だ
。

　県
民
を
不
安
と
恐
怖
に
陥
れ
、郷
土
福
岡

県
の
イ
メ
ー
ジ
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
て
き
た

悪
質
か
つ
卑
劣
な
暴
力
団
を
壊
滅
さ
せ
よ

う
と
す
る
県
警
察
の
取
組
を
、本
県
議
会
は

こ
れ
ま
で
も
全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、こ
の
た
び
の
暴
力
団
の

最
高
幹
部
ら
の
逮
捕
は
、暴
力
団
壊
滅
に
向

け
た
機
運
を一
気
に
高
め
、県
民
が
切
に
願

う「
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
岡
県
」の

実
現
へ
の
大
き
な一歩
と
な
り
、全
国
の
先
駆

け
に
な
る
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

　よ
っ
て
、本
県
議
会
は
、県
警
察
や
県
行

政
、暴
力
団
排
除
活
動
推
進
団
体
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、暴
力

団
の
壊
滅
に
全
力
で
取
り
組
む
も
の
と
す

る
。　以

上
、決
議
す
る
。

　平
成
二
十
六
年
十
月
七
日

福
　岡
　県
　議
　会
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九州の自立を考える会による政策提言

▲政策提言を発表する藏内勇夫会長

会 長
副会長
理 事

理 事

理 事
理 事

理事兼会計責任者
監 事

職　名
藏内 勇夫
吉村 敏男
森下 博司

林 裕二

唐池 恒二
井本 宗司
原口 剣生
日名子  泰通

氏　名
福岡県議会 自民党県議団会長
福岡県議会 民主・県政県議団会長
福岡県議会 公明党団長
福岡県議会 緑友会・清進県議団会長
福岡県農政連委員長
九州旅客鉄道（株）代表取締役会長
大野城市長
福岡県議会議員
（（株）にしけい 代表取締役会長）

所　属
役員名簿（平成26年10月6日現在）

政策提言の詳細は、九州の自立を考える会のホームページをご覧ください。▶▶▶ http://www.kyushu-jiritsu.jp/

　観光は、経済的にもすそ野が極めて広く、多くの産業に波及効果をもたらす分野である。九州においても、
その振興は、産業や雇用の創出により地域を活性化させる起爆剤となることが期待されている。
　また、観光振興のためには、ソフト面の施策の充実とともに、九州へのアクセス向上と九州内での周遊の利
便性を向上させるためにハード面の整備も必要である。
➡観光行政推進体制の強化など6政策

柱1　観光振興

　全国の農産物の2割を生産する食糧供
給基地である九州は、「畜産王国」、「農業
王国」であり、この強みを活かすととも
に、国際的な競争にも打ち勝てる力をつ
ける政策を推進することが、成長戦略と
しても不可欠といえる。
➡意欲的な農業経営者への支援強化など
　5政策

柱2　農林水産業の
 経営力の強化

　九州の成長戦略として観光産
業、農林水産業及び中小企業の振
興を図るためには、九州の魅力を高
め、ヒトとモノの円滑な移動を支え
る基盤となるインフラの整備、特
に、アジアにおける中核的なハブ
空港の整備や、拠点的港湾の機能
強化が必要である。
　都市機能の基盤となる医療、福
祉、文化施設等の各種インフラに
ついては、各地域の中核的な拠点
となる都市がその周辺地域を含め
て広域的に住民生活を支える地域
間連携の仕組みや余剰となる既存
インフラの積極的活用の取り組み
が必要である。
➡環境配慮型交通ネットワークの
　構築など7政策

柱4　空港、港湾等の
 機能強化その他
 インフラの整備

　わが国が再び国際競争力を取り戻し、国と地方の
経済を再活性化させるためには、これからのわが国を
担う世代の起業意欲を喚起することが必要である。
　また、わが国がこれから直面する急激な人口減
少の中、東京圏や大都市への人口（特に若者）の流
出を抑制し、地方の人口を維持していくためには、
地方に働く場所があることが不可欠である。
　さらに、これらの企業が競争力を維持し、存続し
ていくためには、できるだけ低コストで安定的・継
続的にエネルギーの供給を受けられることが不可
欠の前提となる。
➡新規事業にチャレンジする経営者への支援など6政策

柱3　先端中小企業の育成と
 九州の経済を支える
 多様なエネルギー供給戦略等

　中央集権型統治システムが機能不全に陥りつつある
中、真の地方分権型社会を実現するため、福岡県議会の全
議員、福岡県内の首長多数、九州各県議会の議員有志、九
州の主要企業等が党派や政治的理念を超えて結集し、平
成23年9月に発足。現在、有識者による講演会「広域行政
セミナー」や会報誌等による情報発信を行いつつ、国と地
方の役割分担の見直しや九州の成長戦略等に関する調査
研究を進めています。

九州の自立を考える会とは

　経済・産業分野の成長戦略を支える、いわばソフト面のインフラとして、人々の心身の健康を増進
するとともに、厳しい国際競争の中で九州の産業と将来を担う人材を育成するための戦略も、また、
不可欠である。
　九州において数多くのトップアスリートを養成し、輩出する政策を推進することは、様々な形で九
州の成長を牽引し、後押しをすることになると考えられる。
　一方、人々が、「する」、「見る」、「支える」といった様々な形でスポーツに関わることができるよう
な政策を推進することは、年齢やスポーツの経験・能力を問わず、あらゆる人々に心身の健康と生き
がい・希望を与え、ひいては九州の成長の「気運」醸成にも寄与すると考えられる。
➡トップアスリートの養成、九州スポーツ振興財団（仮称）の設立など５政策

柱5　スポーツの振興、スポーツ関連産業の育成等

政策提言
の

5 本 柱

九州の自立を考える会政策提言ワーキングチーム 委員名簿
自民党県議団（座長）
民主・県政県議団（副座長）
自民党県議団
自民党県議団
民主・県政県議団
公明党
緑友会
アドバイザー（九州大学教授）

松本　國寛
岩元　一儀
中尾　正幸
樋口　　明
野村　陽一
浜﨑　達也
神﨑　　聡
谷口　博文

（ロゴマークは、色等が変更される場合があります。）

【九州の統一的ロゴマーク】

　福岡県議会の全議員をはじめ、広く九州の政財界の有志を会員とする「九州の自立を考える会」が、九州の成
長戦略として5つの柱で構成された29項目の政策提言を公表しました。
　九州の自立を考える会では、これまでの広域行政セミナーにおける講演や議論、国内外での調査等の成果を
踏まえ、ワーキングチームによる検討を経て「九州の成長戦略に係る政策提言」をとりまとめ、10月6日の臨時
総会で承認を受け、国や関係機関に提言を行うとともに、その実現に向けた取り組みを求めました。
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九州の自立を考える会臨時総会

九州の自立を考える会政策提言ワーキングチーム

　9月29日、福岡県台湾友好議員連盟
主催による意見発表会が開催されまし
た。発表会には、台湾からの留学生や
台湾に行ったことのある日本の学生が
多数参加し、それぞれの経験に基づ
いた貴重な意見の発表が行われ、次代
を担う若者らしい率直な意見や経験
談の発表に、台湾友好議員連盟会員など100名以上の参加者は、終始熱心
に耳を傾けていました。

　10月6日、「九州の自立を考える
会」（会長：藏内勇夫自民党県議団
会長）の臨時総会が福岡市内のホ
テルで開催されました。
　藏内会長は、「我が国に元気を取
り戻し、地方を活性化するために
は、地方自らがその政策を立案し、
実行に移すことが一番大事。そこで、今年の3月に政策提言ワーキングチームを
立ち上げ、『九州の成長戦略に係る政策提言』を策定した。この提言をもって、
これからの日本の発展、九州の発展はどうあるべきかを世に問いていきたい」と
挨拶されました。
　その後、同チームの座長を務めた松本國寛議員が提言の概要を報告、「この提
言内容を実現するには、推進体制も整備する必要がある」と強調されました。
　臨時総会に引き続き、第７回広域行政セミナーが開催され、加地邦雄議長が
来賓として出席しました。セミナーでは、中央大学大学院の佐々木信夫教授によ
り「新たな日本のかたち―改革なくして成長なし、元気な九州―」をテーマとし
た講演が行われました。

　九州の自立を考える会は、地方の産業政
策・成長戦略や住民生活に関わる政策は地
方自らが策定し、実行する真の地方分権型
社会の実現を目指して広域行政セミナーな
どを中心として活発な研究活動を続けてい
ます。しかし、今、我が国は東京一極集中や
人口減少など深刻な問題に直面しており、
これを克服するための政策の立案と実行が
急がれるとして、本年3月25日、谷口博文九州大学教授をアドバイザーに迎え、
政策提言ワーキングチーム（座長：松本國寛議員。メンバーは6頁参照）を立ち上
げました。チームは、半年間にわたって12回の会議を重ね、九州の自立を考える
会のこれまでの研究成果も踏まえて「九州の成長戦略に係る政策提言」としてと
りまとめ、10月6日に藏内会長に報告しました（上記のとおり臨時総会で承認）。

　また、10月27日に藏内会長とチーム
メンバー全員で石破茂地方創生担当
大臣を訪問。三原朝彦衆議院議員立会
いの下、藏内会長から同提言書を大臣
に手渡し、政府が今後策定される「地
方創生」の長期ビジョンや総合戦略へ
の反映と本提言の実現に向けた九州の
取り組みへの支援を要請するとともに、
提言内容について予定時間を大幅に超
過する熱心な意見交換を行いました。

　10月7日、亜東関係協
会の李嘉進（リ カシン）
会長が県議会を訪問され
ました。
　加地議長は、「台北 國
立故宮博物院展の開幕
日に訪問いただいたこと
を大変嬉しく思います。

福岡県議会では議員連盟が窓口となって台湾との交流を進めており、今後
もより一層相互交流を進めていきたい」と述べ、訪問を歓迎しました。
　懇談では、馬英九総統は日本に対して特別の思いをもたれていること
や、過去に行われた交流活動などが話題となり、和やかな雰囲気の中、相
互理解を深めることができ、今後の交流活動の推進に向けて大変有意義
な機会となりました。

　10月6日、特別展「台北 國立故宮
博物院－神品至宝－」の開会式が開
催され、加地邦雄議長と松本國寛福
岡県台湾友好議員連盟会長が来賓
として出席しました。
　九州国立博物館の三輪嘉六館長
は、「多くの方々のご努力、福岡県議
会をはじめ財界・産業界の方々の熱心な後押しをい
ただき、ここに実施の運びとなりました。本展は、特
に代表的な文物を厳選し、中華文明の特質や素晴
らしさを皆様に受け止めていただこうとするもので
す」と挨拶され、その後、関係者によるテープカット
が行われました。

九州・沖縄未来創造会議
　九州各県議会議長会が設
置している「九州・沖縄未来創
造会議」が、9月1日、佐賀市内
のホテルで開催されました。
　この会議は、国主導ではな
い地方の視点に立った国・地
方の将来のあり方について、九
州沖縄各県議会議員が情報

および意見を交換することを目的としており、今回、本県議会から、同会議顧問
の藏内勇夫議員、同じく委員の原口剣生議員、吉村敏男議員および浜﨑達也議
員が出席しました。
　第9回となる今回は、人口減少問題をテーマに、国土交通省国土政策局総合
計画課長の白石秀俊氏による講演「国土のグランドデザイン2050～対流促進
型国土の形成～」と、株式会社ジェイティービー旅行事業本部観光戦略部長兼
株式会社JTB総合研究所客員研究員の加藤誠氏による講演「観光を基軸とし
た地域の活性化とは」があり、講演後には、活発な質疑応答が行われました。

福岡県日韓友好議員連盟韓国訪問
　8月6日から8日にかけて、原口剣生
福岡県日韓友好議員連盟会長を団長
とする福岡県日韓友好議員連盟の訪
問団9名が大韓民国を訪れました。
　6日は、ソウル特別市にある「韓日親
善協会中央会」を訪問し、金守漢（キ
ム スハン）会長らと意見交換を行い
ました。金会長は、「このように草の根交流をすすめ絆を固めていこうとい
う皆様の勇気と慧眼に敬意を表します」と挨拶され、原口会長は、「草の
根、地方、そうしたところから手を結んでいく中で、韓国・日本の両国が少し
でもうまくいくよう強い気持ちを持っています」と挨拶しました。
　7日は、京畿（キョンギ）道が設置した「坡州（パジュ）英語村」を訪問しま
した。この英語村には、生活の中で自然に英語と英語圏の文化を学ぶため
の多様なプログラムが用意されており、日本から研修に来ていた英語教師
の方 と々意見交換を行いました。
　そのほか、ソウル特別市で整備が進められている「デジタル・メディア・
シティ」、釜山広域市を代表する世界的コンベンション施設である
「BEXCO」を訪問し、各訪問先で活発な意見交換を行いました。

福岡県台湾友好議員連盟の取り組み
◆特別展「台北  國立故宮博物院ー神品至宝ー」開会式

◆亜東関係協会 会長 表敬訪問

◆福岡県台湾友好議員連盟 交流事業

清時代・18～19世紀
展示期間終了
國立故宮博物院所蔵

門外不出の肉形石
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※次号（第12号）の発行は、平成27年2月上旬を予定しています。

　8月28日、九州各県議会議長会議が佐賀県嬉野市において開催され、加
地邦雄議長と岩元一儀副議長が出席しました。
　会議では、本県提案の「公務員獣医師の人材確保について」、「飼料価
格の高騰対策をはじめとした畜産経営安定対策等について」と、他県議
会提案の議題、合わせて21件について審議が行われ、九州各県議会議長

会の要望事項として関係
省庁等に提出することな
どが決定されました。この
うち、その実現が特に強
く求められる重要かつ緊
急を要する8事項について
は、関係省庁に直接面会
して要請を行うこととなり
ました。

九州各県議会議長会議

内閣総理大臣と都道府県議会議長との懇談会
　10月28日、第149回全国
都道府県議会議長会定例
総会が松山市で開催され、
加地邦雄議長が出席しまし
た。東日本大震災関連及び
原発事故対策のほか、地方
税財源充実強化、人口急
減・超高齢化社会に対応し
た地方創生、広島市の土砂
災害を踏まえた災害対策についての各決議、並びに平成27年度政府予算
編成に関する提言について協議を行い、原案のとおり決定しました。

　9月16日、内閣
総理大臣と都道
府県議会議長と
の懇談会が内
閣総理大臣官邸
で行われ、福岡
県議 会 から加
地邦雄議長が
出席しました。
　安倍晋三内
閣総理大臣は、
「豊かで明るく
元気な地方の創生は、安倍内閣の最重要課題です。個性と魅力あふれ
る地方の創生に向け、積極果敢にチャレンジしていきたい」と挨拶さ
れ、全国都道府県議会議長会の林正夫会長（広島県議会議長）は、「地
域の実情に応じ、地方の責任と創意による対策を講じるよう、我々地方
も全力で取り組みますので、引き続き、ご支援・ご協力をお願いします」
と挨拶されました。
　懇談会には、政府側から安倍内閣総理大臣のほか、世耕弘成内閣官
房副長官、石破茂地方創生担当大臣、高市早苗総務大臣、二之湯智総
務副大臣、あかま二郎総務大臣政務官が出席され、全国から集まった
議長と、地方創生の実現に向けた課題などについて意見交換が行われ
ました。

全国都道府県議会議長会

　今、危険ドラッグ
が、大きな社会問題と
なっています。本県で
も、危険ドラックを使
用した者が事故を起
し負傷者を出すなどと
いった悪質なケースも
発生していることか
ら、危険ドラッグ濫用
防止は喫緊の課題と
なっています。
　このため、条例をもって何らかの迅速な対応ができないかを検討するた
めに、10月7日に「薬物濫用防止条例調整会議」を設置し、議員提案によ
る危険ドラッグを規制する条例の制定に向けて取り組みを始めました。

薬物濫用防止条例の制定へ

　議員提案により制定された「福岡県飲酒運転撲滅運動の推進
に関する条例」は、平成24年4月に一部が施行、同年9月には罰則
に関する規定を含め全面施行されました。この条例の附則には、
「施行後３年以内に見直しを行うものとする」と規定されている
ことから、10月2日に、「福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関す
る条例見直し調整会議」を設置し、第1回会議を開催しました。
　会議では、条例の運用にあたっている部局の現況報告のほ
か、アルコール依存症の受診義務者を診断した医師や飲酒運
転撲滅活動アドバイザーとして熱心に活動をされている方々か
らのご意見をお聞きした後、活発な意見交換が行われました。

「福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例」の見直しに着手
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※福岡県議会についてのお問い合わせは、県議会事務局の各課・室までお寄せください。

日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

12/1（月）から
12月定例会が
始まります！■ 議会の庶務、経理　

■ 本会議傍聴　■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823／FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課
■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827／FAX  092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 情報公開　■ ホームページ
■ 本紙へのご意見、ご要望　など
TEL 092-643-3832／FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課
■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806／FAX  092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

●１２月1日（月）  　  開　　会

●１２月５日（金）  　  代表質問

●１２月８日（月）  　  代表質問

●１２月９日（火）  　  一般質問

●１２月１０日（水）  　一般質問

●１２月１１日（木）  　一般質問

●１２月１２日（金）  　常任委員会

●１２月１５日（月）  　常任委員会

●１２月１６日（火）  　常任委員会

●１２月１８日（木）  　閉　　会

12月定例会のスケジュール（予定）
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